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̈ɹࡏݱɼωοτϫークテクニカルΦϖϨーγ
ϣϯηϯλー

＊1 "5.：セルとݺれるݻ定のフレーϜ
をஞ࣍స送する通信ํࣜ．

＊2 *.S： 3GPP で標準化された，ݻ定電話
NW や移ಈ通信 NW などの通信サービス
を，IP 技術やインターωット電話で使Θ
れるプロトコルである SIP（ˎ̏ࢀর）
で౷߹し，マルチϝσΟアサービスを実
現さͤる通信ํࣜ．

�� ·͕͖͑
ۙ年，ܞଳ端末のߴ機能化やσー

タ通信ྉۚの定ֹ制֦େにい，移

ಈ通信サービスやコンテンπのϦッ

チ化がٸにਐ行している．ͦれに

より，トϥフΟックのओྲྀはճ線ަ

トϥܕ（CS：Circuit SwitcIed）

フΟック͔らύέットަ（PS ：

Packet SwitcIed）ܕトϥフΟックへ

とม化しており，PS トϥフΟッܕ

クはサービスのଟ༷化とともにさら

に૿Ճすることが༧される．ドコ

モでは，ม化するトϥフΟックのಛ

ੑにԠ͡て段֊తにIP化をਐΊ，す

でにPS機能を提供するPSドϝイン

の IP 化を実施して͖た<1>．࣍の

標は現在音声などのCS サービスを

提供しているATM（AsyncIronous

TransGer Mode）＊1ϕースのCSドϝ

インをIP化することである．ͦのϝ

Ϧットは，ATMでのCSドϝインと

IP での PS ドϝインのೋॏのઃ備

をճආし，トϥフΟック૿にもࢿ

コストでରԠՄ能なࡁܦతなωット

ϫーク（NW）が構ஙで͖ることで

ある．Ճえて，同Ұの IP-NW ্で

CSとPSの྆サービスを提供するこ

とにより，音声と Web を࿈ܞさͤ

るサービスをޮత͔つਝに提供

することがՄ能となる．これによ

り，コアNWのAll-IP化がྃする

（図1）．さらに，ޙࠓの-TEಋೖに

い，ύέット通信のさらなるߴ

化が実現で͖る．

し͔しながら，音声サービスとい

͏ϦアルタイϜੑを要ٻされるサー

ビスのಛੑ্，CS ドϝインでٻΊ

られる࣭は PS ドϝインとൺֱし

てߴいたΊ，これ·で ATM ্で֬

อしていた音声サービスの࣭をIP

্で֬อするたΊの技術が課題と

なる．

Ұํ，CS で行っていた音声サー

ビスをIP化するアプローチとして，

ドコモはIMS（IP MultiNedia Subsys-

teN）＊2を用いて音声トϥフΟックを

制御ɾ送するIPϕースのコアNW

（ҎԼ，CS-IP NW）へのマイグレー

ションをબした<2>．IMSでは標準

化্，端末にSIP（Session Initiation
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Protocol）＊3通信機能が具備されてい

ることが前提となるが，すでにドコ

モの音声サービスなどを提供してい

る3G-CS NWは，5200万人（2010年

１月末現在）ものユーザが利用して

いる NW であり，使用されている

3G端末はSIP通信機能を具備してい

ない．マイグレーションにあたって

は，ユーザへの影響を考慮し，既存

の 3G 端末および 3G 無線アクセス

NWのインタフェースへ影響を与え

ないことが課題となる．

本稿では，これらの技術課題を解

決する手段とともに，ドコモが提供

するCS-IP NWのノード構成や基本

処理概要，さらに将来の展望につい

て解説する．

�ɽ$S�*Pʹ͓͚Δ
ϊʔυߏ֓ཁ

開発したCS-IP NWのアーキテク

チャを図2（a）に示す．

CSN（Call Session control Node），

ASN（Application Serving Node），

MGN（Media Gateway Node），MRN

（Media Resource Node）は，標準の

IMS と同等の制御を行っており，

CSN はセッション制御，ASN はサ

ービス制御，MGNは他NW接続制

御，MRN はガイダンス送出制御を

実施する．CSN が IMS の標準アー

キテクチャ（図2（b））のI/S-CSCF

（Interrogating/Serving-Call/Session

Control Function）に，ASN が AS

（Application Server），MGNがBGCF

（Breakout Gateway Control Function）

/MGCF（Media Gateway Control

Function）/MGW（Media Gateway），

MRN が MRFC（Media Resource

Function Controller）/MRFP（Media

Resource Function Processor）に相

当している．

IP化に向けて3G-CS NWをCS-IP

NWへ移行するにあたり，既存NW

のインタフェースへの影響の課題

7

＊ 3 S*P： IETF（Internet Engineering Task
Force）で策定された通信制御プロトコ
ルの 1 つ．VoIP を用いた IP 電話などで利
用される．
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図1 コアNWの変遷
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を解決するඞ要がある．3G 無線ア

クセスNWをIMS NWへऩ༰するた

Ίのήートェイஔとして，CS-

IP NW では SIN（Signaling Inter-

working Node Gor 3G access）をಋೖ

した．CS-IP NWは，3G無線アクセ

スNWにରしては，これ·での3G-

CS NW と同Ұの機能を提供するඞ

要があり，ͦのࡍ SIN は既存の 3G

無線アクセス NW を IMS に接続す

るׂをもつ<3>．SINはSIP通信機

能をもたない 3G 端末にΘってԾ

తにSIP機能を༗する端末として

ಈ࡞しており，I/S-CSCFに相当す

るCSNに接続することになる．

·た，ASN は既存 3G-CS NW に

て提供していたཹक൪電話やస送

電話などの֤छ NW サービスを，

CS-IP NWにおいても，ユーザ͔ら

Έてࠩな͘提供するたΊの AS と

してಈ࡞する．

�ɽ$S�*Pͷػతಛ
3.1 3G無線アクセスNWとの
インタフェースの継承

標準తな IMS ରԠ端末と既存の

3G 端末をプロトコルの؍͔らൺ

ֱした（図3）．ここでは，発ண信制

御におけるSINの具ମతなม処理

について示す．

IMSରԠ端末の発信制御では，端

末がSIPプロトコルの通信機能を༗

するたΊ，IMSஔと接SIPプロ

トコルによる通信がՄ能である．ͦ

れにରして既存の 3G 端末͔らの発

信は，ै来のとおり3G-CS NWとの

ؒで利用される CC（Call Control）

プロトコルの信߸により制御を行

͏．SIN では CC プロトコルの信߸

をड信したࡍに，IMSにରしてSIP

信߸にมして送出する．ண信制御

についてはٯに SIP ͔ら CC にม

を行͏．このよ͏にSINのプロトコ

ルม処理によって，既存の 3G 端

末が SIP をサϙートしていな͘て

も，IMSにてݺ制御がՄ能となる．

·た，SINはプロトコルมの΄

͔にも，無線アクセスNW向けにඞ

要なೝূ，ൿಗ，無線アクセスϕア

ϥઃ定処理，Ґஔొ制御なども実

施する．
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3.� $4�*1�NWʹ͓͚Δ
Ի࣭の֬อ

a のଳҬ理機能࣌接続ݺ

ドコモでは PS トϥフΟックのܕ

ര発తな૿Ճにい，送࿏である

IPόックϘーンの備をਐΊて͖た

が，ࠓճの 3G-CS NW の IP 化に

い，IP όックϘーンには既存の PS

トϥフΟックにՃえܕ CS トϥフܕ

Οックもॏする．Φϖレータは，

ध要༧ଌに基͖ͮඞ要ଳҬをࢉ出し

ଳҬϦιース֬อを行っているが，

ଳ端末にදされる移ಈ通信のܞ

NWでは，トϥフΟックがユーザの

行ಈにେ͖͘ґ存するたΊ，ྫえ

，イϕントにू·った人の発ண信

などにおいてมಈがେ͖͘なる．こ

のたΊ，実ࡍに֬อしたଳҬϦιー

スҎ্のトϥフΟックがྲྀೖするঢ়

が発ੜし，Ԇ૿やσータロスなگ

どの通信࣭ྼ化につながるݒ೦が

ある．

音声にදされる࣭อূܕのサ

ービスを IP-NW ্で実現するたΊ

には，ΤンドΤンドでのଳҬを֬อ

した͏えでݺを成ཱさͤるCS の考

えํを準用したํࣜが༗ޮである．

ͦのたΊ，֬อしたଳҬϦιースҎ

্のトϥフΟックのྲྀೖを͙アー

キテクチャがඞ要となる．

IP-NWにおけるଳҬ理機能とし

てはRSVP（Resource reservation Pro-

tocol）＊�があるが，֤ルータがフロ

ー୯Ґでঢ়ଶをอ࣋し2oS＊�を実現

するたΊ，NWنがେ͖͘なると

理しな͘てはならないフローのঢ়

ଶが૿େする．·た，ύέットを

స送する前にフローのঢ়ଶをࢀরす

るඞ要があるたΊԆも૿େしてし

·い，େنNWへのద用には向͔

ないとい͏ܽがある．

ͦこで，CS-IP NW্でのIP-NW

のଳҬ理について CSN で۠ؒ͝

とにଳҬ理を行͏ํ๏を࠾用し

た．ͦの手ॱを図�に示す．

ᶃ発信ユーザ͔らの発信要ٻを࠷

ॳにडける SIN/MGN（ҎԼ，

発 SIN/MGN）͔らݺ୯Ґで，

あてઌʗ送信ݩIPアドレス，σ

ータのଳҬおよびٸۓ通ใな

ど，ݺの༏ઌ͝とに۠けさ

れたछผのใ（ҎԼ，༏ઌ

クϥス）を，ଳҬ理機能をも

ったCSNに送出する．

ᶄCSN は，ड信したすてのݺ

のᶃのใを発SIN/MGN，ண

信ユーザの端末にରしてண信要

，を実施するSIN/MGN（ҎԼٻ

ணSIN/MGN）͝とにྨしՃ

することで，֤۠ؒにおけるࢉ

使用ଳҬのࢉ出を行͏．

ᶅଳҬ理機能をもった CSN で

は，༏ઌクϥス୯Ґで۠ؒ͝

とに使用Մ能ଳҬ（し͖い）

をઃけ，ᶄでࢉ出した使用ଳҬ

がし͖いをえた߹は，発

SIN/MGNにରしてΤϥーをฦ

送することにより৽ݺنをن制

する．

これらのଳҬ理機能により，使

用Մ能ଳҬҎ্のトϥフΟックྲྀೖ

を制し，ཱ֬した音声ݺの通信

࣭֬อを実現することがで͖る．

s 機能ࢹの通信࣭ޙཱ֬ݺ

CS-IP NWでは，さらにޙཱ֬ݺ

においてもෳルータނোやサイレ

ントނো＊�などをىҼとする࣭ྼ

9

＊ � RSVP： IP-NW ্でσータの送信ઌ·で
のଳҬ෯をあら͔͡Ί༧することによ
って，ଈੑ࣌が要ٻされるσータ通信な
どでඞ要な通信࣭を֬อするたΊのプ
ロトコル．

＊ � QoS：サービス͝とにઃ定される NW ্
の࣭．使用ଳҬの制御によりԆྔや
ഇغなどの制御が行Θれる．

＊� サイレント故障：োݕ෦およびϝイ
ンプロセッサ෦のނোなどにىҼするো
が発ੜした߹には，通信ஔࣗが
োをೝࣝで͖ないたΊ，ނোが発ੜし
たことをΦϖレータがѲで͖ないނো．
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化に備え，通信࣭をࢹするํࣜ

を࠾用した．具ମతには，通信தに

࣭ࢹ用に RTCP（Real- t iNe

Transport Control Protocol）＊�ύέッ

トを SIN と MGN と MRN とのؒで

送ड信し，このRTCPύέットのロ

スɾԆにより，通信தの 6-Plane

（6ser Plane）＊8ルートにおけるルー

タのやルータނোなどをىҼ

とする࣭ྼ化をݕ，ରԠするํ

ࣜである．通信࣭ࢹのৄࡉ処理

について࣍にड़る．

送信ݩノードは，ユーザσータの

トϥフΟック（ҎԼ，ユーザトϥフ

Οック）と࣭ࢹ用のRTCPύέ

ットを۠ผして，RTCPύέットよ

りも༏ઌされる༏ઌࣝผࢠをユーザ

トϥフΟックに与する．

IPόックϘーンがෛՙঢ়ଶのイ

ϝーδを図�（a）に示す．このঢ়ଶ

においては，ユーザトϥフΟックに

ରしてेなଳҬϦιースがあるた

Ί，送信͔ݩらड信ઌへύέットロ

スな͘౸ୡする．し͔しながら，IP

όックϘーンにおいてルータの

がੜ͡て，ଳҬϦιースのաが

発ੜすると，IPόックϘーンルー

タの༏ઌ制御により，ඇ༏ઌトϥフ

Οックである RTCP ύέットのロ

スɾԆが発ੜし࢝Ίる（図5（b））．

あるいは，IPόックϘーンのルー

10

＊� R5$P：ストϦーϛングサーό͔らのσ
ータのड信ঢ়گをަし，送レート制
御などを行͏たΊの通信プロトコル．音
声やө૾をϦアルタイϜに通信するこ
とをతとしたプロトコルである RTP

（Real-tiNe Transport Protocol）とΈ߹

Θͤて使用する．
＊8 6�PMBOF：制御信߸の送࿏である C-

Plane（Control Plane）にରし，ユーザσ
ータの送࿏．
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●② 

●① 発端末 

EocoNo ଞΩϟϦΞ 

 ఆి話ݻ

着端末 
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 ఆి話ݻ

発 
SIN�M(N
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SIN�M(N

۠ؒ1 ۠ؒ2

IPN8
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タがサイレントނোなどの要Ҽで無

通信ঢ়ଶにؕった߹においても，

RTCP ύέットのロスが発ੜする．

このよ͏なࣄがੜ͡た߹，ड信

ଆでର向ノード͔らҰ定ؒ࣌ࢹ

にRTCPύέットが౸ୡしないࣄ

が発ੜし，ͦの݁Ռ࣭ྼ化ݺʗ無

通信ݺとしてஅすることがで͖る�

·た，୯Ґؒ࣌தにおける࣭ྼ

化ݺʗ無通信ݺのݕ出についても

にはࣗ࣌出ݕを行い，Ұ定ࢹ

ϝッセーδでのอकऀ通を行͏．

このよ͏に，RTCPύέットがロ

スɾԆをؚΊ，ؒ࣌ࢹに౸ண

しないࣄが発ੜした߹をユーザ

トϥフΟック࣭ྼ化の༧ஹととら

えることで，ނো解ੳのૣظॳಈに

つな͛ることがՄ能となる．

�ɽ$S�*Pͷجຊ੍ࣜํޚ
�.1 Ґஔొ੍ޚ

SIN は 3G 無線アクセス NW ͔ら

Ґஔొ要ٻするࡍ，IPSCP（IP

Service Control Point）に߹ͤを行

いొࡁΈの CSN をબし（ॳճ

Ґஔొ࣌はϥンドロビン＊ �），

CSNにରしてSIP@REGISTERϝッセ

ーδを送信する．ͦのޙ，SIN，

CSN，ASN，IPSCPؒでIMSのReg-

istration制御を実施し，֤ノードで

プロフΝイルใをอ࣋する．

�.� ޚຊൃண৴੍ج
IMSのRegistration制御および3G

Ґஔొޙの基本発ண信処理につい

て図�に示す．

a 発ଆ制御෦

発ଆ制御෦におけるಛは，SIN

において 3G 無線アクセス NW と

IMSをインタϫークすることと，音

声ݺの通信࣭֬อのたΊ，CSNに

おいてଳҬ理を行͏ことである．

発端末͔らの発信により，端末と

SIN はೝূɾൿಗ処理を実施する

（図�ᶃ）．ͦのޙ，発端末͔らの発

信要ٻをड信した発SINは，発端末

へ発信要ٻडをฦ信するとともに

ՃೖऀプロフΝイルより発Ճೖऀを

ऩ༰するCSNアドレスをબし，発

CSNへ発信要ٻを実施する．これを

ड信したCSNはiFC（initial Filter Cri-

teria）＊1�͔らASNをಛ定し，発信要

を実施する（図ٻ � ᶄᶅᶅ’）．発

ASNは，発信要ٻにઃ定されて͖た

ユーザ I% ͔ら発Ճೖऀをಛ定し，

ঢ়ଶの定など発ଆのサービスܖ

定を実施したޙ，発 CSN に発信

要ٻを実施する（図�ᶆᶇ）．

発 CSN はணՃೖऀがऩ༰される

IPSCPへアクセスし，ணՃೖऀの在

するCSNアドレスをऔಘする（図ݍ

� ᶈ）．発 CSN はあてઌʗ送信ݩ IP

アドレス，σータのଳҬ，༏ઌク

ϥス͔ら使用ଳҬをࢉ出し，使用Մ

能ଳҬ（し͖い）であれ，ண

CSNへ発信要ٻを実施する（図�ᶉ

ᶊ）．

s ணଆ制御෦

ண CSN は発 CSN の発信要ٻにઃ

定されたண6RI（6niGorN Resource

IdentiGier）よりணՃೖऀをಛ定し，

ண A S N へ 発 信 要 ٻ を 実 施 す る

11

＊ � ϥンυϩϏン： NW のෛՙࣜํࢄの
１つ．同Ұの処理を行͏ことがで͖る
ஔをෳ用ҙして要ٻされたプロセスを
ॱ൪にׂりৼる．

＊1� J'$：ユーザにサービスを提供するたΊ
に，どのASをબする͔を決定するϦス
トがؚ·れたใ．
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発৴ 

●①認ূɾൿಗॲཧ 

発SIN 発CSN 発ASN IPSCP MRN 着CSN 着ASN 着SIN 着端末 

●②発৴要求（CC_Set VQ） 

●③発৴要求（SIP_INVITE） 

●③’発৴要求ड 
 （CC_CBll ProceeEing） ●④発ଆαʔϏεఆ 

●⑤発৴要求（SIP_INVITE） 

●⑥着Ϣʔβݍࡏ߹ͤ（DiBNeter_-IR） 

●⑦ଳҬཧ 

●⑧発৴要求（SIP_INVITE） 

図 � C4-IPʹ͓͚るجຊൃண৴ॲཧ֓ཁʢൃଆ੍ޚ෦ʣ
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（図�ᶃ）．これをड信したணASNは，

ணՃೖऀのܖঢ়ଶを定し，ணଆ

のサービス定を実施したޙ，ண

CSNへ発信要ٻを実施する（図�ᶄ

ᶅ）．ணCSNはあてઌʗ送信ݩIPア

ドレス，σータのଳҬ，༏ઌクϥ

ス͔ら使用ଳҬをࢉ出し，使用Մ能

ଳҬ（し͖い）であれ，ணՃ

ೖऀが在ݍするணSINへ発信要ٻを

実施する（図�ᶆᶇ）．ணSINはண端

末にରしてPaging処理，ೝূɾൿಗ

処理を実施したޙ，ண端末へ発信要

，を実施する（図�ᶈᶉ）とともにٻ

ணSIN のアドレスやコーσックな

ど，セッションにؔする能ྗใ

（S%P：Session %escription Protocol）

をઃ定した定Ԡを発SINへ送信

する（図�ᶊ）．ணSIN͔ら発信要ٻ

をड信したண端末はணSINへ発信要

．डをฦ信する（図�ᶋ）ٻ

d トーン送出制御෦

出し音（RBTݺ ： Ringing Back

Tone）をユーザに送出する制御を行

͏トーン送出制御෦におけるಛ

は，ண ASN は RBT の 6-Plane ルー

ト࠷ద化の؍͔ら，発ଆにۙい

MRNをબすることである．

ண端末͔らのݺ出த信߸をड信し

たண SIN は，ண CSN ༝でணܦ ASN

にݺ出த信߸を送信する（図 8 ᶃ

ᶄ）．ணCSN͔らݺ出த信߸をड信

したண ASN は RBT 接続をೝࣝし，

ணCSNܦ༝で音ݯであるMRNにର

して接続要ٻを実施する（図 � ᶅ

ᶆ）．これにରし，MRNはRBTを送

出するたΊの S%P をઃ定した接続

要ٻԠをண CSN ༝でணܦ ASN に

送信する（図�ᶇ）．ணASNはRBT

接続をೝࣝし，発ணSINؒでS%Pަ

していたঢ়ଶ͔ら発 SIN ʙ MRN

への接続มߋを行͏たΊに，MRN

のS%Pをઃ定したߋ৽ใを発SIN

にରして送信する（図�ᶈ）．S%Pߋ

৽がྃしたޙ，ண ASN はݺ出த

信߸を発 ASN に送信し，発 ASN は

発CSNܦ༝で発SINにݺ出த信߸を

送出する（図�ᶉᶊ）．さらに発SIN

では，発端末へݺ出த信߸を送信す

る（図 � ᶋ）．これとฒ行して，ண

ASNはMRN͔らの接続要ٻԠに

ରする֬ೝԠをMRNにରしてฦ

送し，これをड信したMRNはRBT

を発ଆへ送信する（図�ᶉ’ᶊ’）．

f ணଆԠ制御෦

ணՃೖऀがԠ（Φフフック）し

たࡍに，ண端末͔ら接続Ԡをड信

したணSINは，ண端末に接続Ԡを

ฦ信するとともに，ண CSN ༝でܦ

ணASNに接続Ԡを送信する（図�

ᶃᶄᶄ’）．ணCSN͔ら接続Ԡをड

信したண ASN は，RBT 解์をೝࣝ

しணCSNܦ༝で音ݯであるMRNへ

RBT 解์要ٻを実施する（図 � ᶅ

ᶆ）．ணCSN͔らRBT解์要ٻをड

信した MRN は RBT 解์Ԡをண

CSN ༝でணܦ ASN へฦ信し，発端

末に送信していた RBT をఀࢭする

（図�ᶇ）．ͦのޙ，ணASNは発SIN

ʙMRNؒでS%Pަしていたঢ়ଶ
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発端末 

●②着ଆαʔϏεఆ 

発SIN 発CSN 発ASN IPSCP MRN 着CSN 着ASN 着SIN 着端末 

●③発৴要求（SIP_INVITE） 

●①発৴要求（SIP_INVITE） 

●④ଳҬཧ 

●⑤発৴要求（SIP_INVITE） 

●⑥PBgingॲཧɼ 
認ূɾൿಗॲཧ 

●⑦発৴要求（CC_Set VQ） 
 ఆ応答（SIP_18� SeTTion ProgreTT）⑧●

●⑨発৴要求ड（CC_CBll ConGirNeE） 

図� C4-IPʹ͓͚るجຊൃண৴ॲཧ֓ཁʢணଆ੍ޚ෦ʣ
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͔ら発ணSINؒへ接続มߋを行͏た

Ίに，ணSINのS%Pをઃ定したߋ৽

ใを発SINにରして送信する（図

�ᶈ）．

S%P ண，ޙ৽ߋ ASN は接続Ԡ

をண CSN ༝で発ܦ ASN へ送信し，

これをडけた発 ASN は発 CSN ༝ܦ

で発SINへ接続Ԡを実施する．さ

らに発SINでは，発端末へ接続Ԡ

を送信する（図�ᶉʙᶋ）．

これらの処理により，CS-IPにお

ける通話がՄ能となる．

�ɽকདྷతͳサʔϏε
ͷରԠ

現ঢ়のCS-IP NWでは，既存の音

声サービスを提供する AS として

ASNのΈを実している．ޙࠓRCS

（RicI CoNNunication Suite）＊11にお

13

＊11 R$S： IMS্で実現するプレθンス，イ
ンスタントϝッセーδ，ビσΦシェアとい
ったコϛϡχέーションサービスの概೦．
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発端末 

●①接続（CC_Connect） 
オフフック 

発SIN 発CSN 発ASN IPSCP MRN 着CSN 着ASN 着SIN 着端末 

●②接続応答（SIP_200OK） 

●③RBT解放 
●④RBT解放要求（SIP_BYE） 

●⑤RBT解放応答（SIP_200OK） 

RBT停止 
●⑥SDP更新 

●⑦接続応答（SIP_200OK） 

●⑧接続応答（SIP_200OK） 

●⑨接続応答（CC_Connect） 

●②’ 接続応答 
（CC_Connect Ack） 

●⑩通話中 

図 � C4-IPʹ͓͚るجຊൃண৴ॲཧ֓ཁʢணଆԠ੍ޚ෦ʣ

発端末 

●①呼出中（CC_Alerting） 

発SIN 発CSN 発ASN IPSCP MRN 着CSN 着ASN 着SIN 着端末 

●②呼出中（SIP_180 Ringing） 

●③RBT起動 

●⑦’確認応答（SIP_ACK） 

●④接続要求（SIP_INVITE） 

●⑤接続要求応答（SIP_200OK） 

●⑥SDP更新 

●⑦呼出中（SIP_180 Ringing） 

●⑧呼出中（SIP_180 Ringing） 

●⑨呼出中（CC_Alerting） 

●⑧’ RBT

図 8 C4-IPʹ͓͚るجຊൃண৴ॲཧ֓ཁʢτーϯૹग़੍ޚ෦ʣ
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けるプレθンスサービスやインス

タントϝッセーδサービスなどの

な処理を行͏サービスを実現ߴ

するたΊに，提供したいサービスに

Ԡ͡たෳの AS を実するݕ౼を

行っている．サービス͝とに AS を

ಋೖし，ෳの AS をΈ߹Θͤる

ことで৽نサービスを出するな

ど，サービスのॊೈੑをߴΊること

がで͖る．

·た，よりޮతにサービスを提

供する؍͔ら，IMSではSINによ

る3G-CS NWのऩ༰ͩけではな͘，

3Gύέット NWとの接続や -TE＊12

との接続についてもݕ౼している

（図1�）．3GύέットNWについて

は IP 化がྃしているが，さらに

IMS へऩ༰さͤることで -TE と 3G

ύέット NW にରしてڞ通の RCS

などの IMS サービスを提供するこ

とがで͖，ユーザはアクセスNWの

ҧいをҙࣝすることな͘，シーϜレ

スなサービスをडけることがՄ能

となる．

�� ͋ͱ͕͖
本稿では，3G-CS NWのIP化の実

現に向けた開発について解説した．

はCSコアNWのIP化へのマイޙࠓ

グレーションをさͤるととも

に，他のアクセスNWにもॱ࣍IMS

によるサービス提供֦େをਐΊてい

͘༧定である．
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